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2026 年度 がん看護に関する専門研修 

「緩和ケア・基本コース」募集要項 

 

１．目的 

緩和ケアに関する基礎的知識「疼痛、精神症状、コミュニケーション、療養支援（退院

支援、在宅ケア）、家族支援、倫理的問題へのアプローチ、アドバンス・ケア・プランニ

ング（ACP）、高齢者の意思決定支援」の習得を通じて、看護実践の能力を高める。 

 

【当研修の特徴】 

がん看護（緩和ケア）の現場で問題となる「疼痛、精神症状、コミュニケーション、療

養支援（退院支援、在宅ケア）、家族支援、倫理的問題へのアプローチ、アドバンス・ケ

ア・プランニング(ACP)、高齢者の意思決定支援」に焦点を当てた研修内容である。緩和

ケアに精通した医師・看護師（専門・認定）による講義で構成し、看護実践に必要な能

力を養う。 

 

２．主催 

広島大学病院看護実践教育研修センター 

 

３．実施方法 

 原則対面型研修とする。ただし、天候等の状況によりオンライン研修に変更する場合が 

ある。オンライン研修の場合はパソコン、Web カメラ、マイクが必要になるため、対応で 

きる環境を整える。 

会場 

広島大学病院 臨床管理棟 3階 大会議室 

〒734-8551 広島市南区霞 1丁目 2番 3号 

 

４．研修日時 

第１回 2026 年 5月 24 日（日）  9:00～16:30 

第２回 2026 年 6月 14 日（日）  9:00～16:30 

第３回 2026 年 7月  5 日（日）  9:00～16:30 

 

５．募集人数 

50 名程度 

 

６．研修内容 

「2026 年度緩和ケア・基本コース日程表」 参照 



７．応募資格 

 次の要件をすべて満たす者 

１）日本国の看護師の免許を有する者 

２）がん看護に携わる実務経験が通算して 3 年以上ある者 

３）所属長または看護管理者等の推薦を受けた者 

 

８．応募方法 

１）提出書類 

 （１）本看護実践教育研修センター所定の申込書 

 

２）申込期間   

 2026 年 4 月 13 日（月）～4 月 28 日（火） 必着 

 （＊先着順のため、定員に達した時点で終了） 

 

３）申込先 

 広島大学病院 看護実践教育研修センター 

 がん看護「緩和ケア・基本コース」 担当者宛 

〒734－8551 広島市南区霞 1丁目 2番 3号 

TEL 082-257-5486（看護部管理室） 

 

９．受講者の決定 

１）原則として先着順とする。ただし、受講者の所属施設に偏りが生じている場合は 

この限りでない。 

２）受講可否については受講申込者、施設代表者に文書にて通知する。 

 

１０．受講料および納入方法 

5,000 円（消費税込） 

受講決定通知を受領後、指定期日までに、広島大学所定の振込用紙を使用して納入する。 

＊納入された受講料は、いかなる理由があっても返納しない。 

 

１１．受講証明書の発行について 

本課程の 5分の 4 を受講した者には受講証明書を発行する。 

 

１２．その他 

本研修修了者には、本看護実践教育研修センターが実施する「緩和ケア・アドバンス 

コース」の受講資格を付与するものとする。



月 日 講義時間 研修項目 単元 内 容 講師・担当（予定） 場所

9:00～10:30 がん疼痛マネジメント 2-① 1 疼痛機序、疼痛治療 JA広島総合病院：　麻酔科医  大下　恭子

10:45～12:15 がん疼痛マネジメント 2-② 2 疼痛アセスメント 広島大学病院：　 がん看護専門看護師　槙埜　良江

13:15～14:45 病状説明における支援 3 悪い知らせを伝えられるときの支援 広島大学大学院 医歯薬保健学研究科：　教授　岡村　仁

15:00～16:30 がん患者の精神症状 4 不眠、不安、抑うつ、せん妄 広島大学大学院 医歯薬保健学研究科：　教授　岡村　仁

9:00～10:30  高齢がん患者の支援 5
高齢がん患者の意思決定支援（倫理

的課題、意思決定に必要な知識など）
九州がんセンター： がん看護専門看護師　北川　善子

がん治療と口腔ケア

看取りのケア（エンゼルケア）

13:15～14:45 がん患者との対話技法 7 コミュニケーション・モデル 大阪国際がんセンター：　精神看護専門看護師　早川　昌子

15:00～16:30 がん患者の家族支援 8 家族とのコミュニケーション 国立がん研究センター中央病院 ：　家族支援専門看護師　浅野　悠佳

9:00～10:30
基本的緩和ケアを担う看護の
役割と実践　現場を倫理的視
点で再考

9
看護師に期待される役割と必要な実践
能力、倫理的問題へのアプローチ

姫路赤十字病院：がん看護専門看護師　北山　さゆり

7月5日

（日）

13:15～14:45 がん患者の療養支援 11
県内の在宅ケアの現状、在宅ケアの
実際

YMCA訪問看護ステーション・ピース：　がん看護専門看護師　濱本　千春

YMCA訪問看護ステーション・ピース：　がん看護専門看護師　濱本　千春

広島大学病院：　がん看護専門看護師　槙埜　良江

臨床管理棟
3階

大会議室

10:45～12:15
アドバンス・ケア・プランニング：
ACP

10

医療における「これからの話」～ACPの

実践に必要な知識～（ACPの実践に必
要な医療コミュニケーション、意思決定
能力についてなど）

広島大学病院：　精神科 診療准教授/緩和ケアセンター 副センター長
倉田　 明子

15:00～16:30 ACP事例検討 12
事例からひも解く～こんなときどう考え
たらいいのか～（GW）

2026年度　緩和ケア・基本コース日程表

広島大学病院看護実践教育研修センター

臨床管理棟
3階

大会議室

5月24日
（日）

臨床管理棟
3階

大会議室

6月14日
（日） 10:45～12:15 治療期・終末期の看護技術 6 広島大学病院：　緩和ケア認定看護師　重山　千恵



2026年度 がん看護に関する専門研修 

【緩和ケア･基本コース 申込書】 
ふ り が な  

氏    名  

施 設 名  

勤 務 部 署 

該当するものに○ 

・外科系病棟 ・内科系病棟 ・混合病棟 ・緩和ケア病棟 ・外来 

・訪問看護ステーション ・その他（                      ） 

職   位  

実務経験年数 （       ）年  内 がん看護経験年数（       ）年 

施設内での役割  

施 設 住 所 
〒 

 

自 宅 住 所 

〒 

 

TEL    （    ）       

E-mail                ＠ 
受講に関する連絡、今後の研修案内の送付に使用しますので必ずご記入ください。 

研修参加の動機 

 

 

 

 

 

該当するものに○をつける  ・上司の勧め  ・自主参加  ・同僚の勧め  ・前回参加者の勧め 

研修会で学びたいこと、関心のあること、質問したいことなどを書いてください。 

 

 

 

 

研修終了後に期待する結果について書いてください。 （例：疼痛薬剤の使用方法がわかる など） 

 

 

 

 

上記の者の受講を推薦します。                     年    月    日 

職  位                     

推薦者氏名（自署）                

  広島大学病院看護実践教育研修センター 

＊  本申込書に記載して頂いた個人情報につきましては、本コース受講にかかる手続き等を行う目的で利用するものであり、 

この目的以外に使用することはありません。 

＊  本申込書は、広島大学病院ホームページからもダウンロードできます。 


